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め
た
ピ
ク
ト
グ
ラ
フ
の
シ
リ
ー
ズ
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
も
い
ち
早

く
オ
ー
ル
オ
ー
ヴ
ァ
ー
な
様
式
を
確
立
し
、
ピ
カ
ソ
を
も
感
化
さ
せ
、
批
評
家

(

2

)

 

の
ク
レ
メ
ン
ト
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、

に
お
い

一
九

で
あ
る
ア
ド
ル
フ
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
は
、

九
四
一
年
か
ら
始

る。 装
飾
制
作
が
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ

て
い
る
こ

期
に
画
家

シ

ー
グ
で
の

る
潮
流
を
生
み
出
し
た
。

方
、
同
じ
く
抽
象
表
現
主
義

す
る
と
、
協
働
プ
ロ
ジ
ェ

々
の
代
表
的
絵
画
様
式
を
打
ち
立
て
、
戦
後
の
美
術
史

て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ー
ブ
ナ
イ
・
イ
ス
ラ
エ
ル

一
九
三
〇

ル
オ
ー
ヴ
ァ
ー
の
構
図
を
特
質
と
す
る
独
自
の
様
式
を
確
立
し

_
)
と
多
く
の
シ
リ
ー
ズ

ゴ
ッ
ト
リ
ー

ら
の
活
動
と
自
身
の
制
作

っ
た
。
そ
の
頃
、

四
つ
の
シ

の
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ

マ
ー
ク
・
ロ
ス
コ
は
一
九
四
九
年
に
ロ
ス
コ

と
い
っ
た
よ
う
に
、

の

っ
た
の

テ
ィ
ン
グ
を
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
は
一
九
四
八
年
に
ジ
ッ
プ
絵
画
を
、

た
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ

た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
は
一
九
四
七
年
に
ド
リ
ッ
プ
／
ポ
ア
・
ペ
イ
ン

現
代 ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

リ
ス
ム

そ
の
後
、
大
画
面
に
線
や
色
面
で
画
面
全

お
い

い
る
。

パ
リ
で
展
開
し
た
キ
ュ
ビ
ス
ム
や
シ
ュ
ル
レ
シ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
抽
象
表
現
主
義
の
画
家
た
ち
は
、

リ
ン
ス

九
五
―
_
)
、
バ
ー
ス
ト
（

じ

九
四

0
年
代
か
ら
五

ワ
ー
ド
》

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ク
ー
ツ
オ
ー
ル
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ピ

フ

ヽ
ル
ト
ン
・
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ

ハ
ウ
ス
の
シ

ッ
ト
リ
ー
ブ
の

。
に

か
け
て
、

し‘

九

て
き

ー
グ
に

、
ラ
ビ
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か
け
て
、

ア
メ
リ
カ
で
は
、

ヽ

0
年
か
ら
六

0
年
代
に

一
九
五

0
年
代
か
ら
六

0
年
代
に
か
け
て
千
以
上
の
シ
ナ

＿
九
五

0
年
代
に
お
け
る
シ
ナ
ゴ
ー
グ

的
側
面
か
ら
の
変
容
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。

目
を
浴
び
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
・
メ
モ
リ
ア
ル
・
セ
ン
タ
ー

を
浴
び
て
い
た
。

し
た
新
し
い
教
会
建
築
建
造
に
よ
り
、
マ
テ
ィ
ス
が
装
飾
を
手
掛
け
た
ヴ
ァ
ン

イ
ン
バ
ー
グ
・
ハ
ウ
ス

す
る
意
識
も
芽
生
え
、

ア
メ
リ
カ
ら
し
さ
と
現
代
ら
し
さ
を
体
現
し
た
新
し
い

ド
の
ベ
ス
・
エ
ル
会
堂
（

堂
と
、

（
一
九
五
四
）
、

け
る
様
式
変
遷
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。

九
五

一ヽ

ラ
エ
ル
会
堂
(
-
九
五
一
）
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ミ
ル
ト
ン
・
ス
タ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

キ
ン
グ
ス
ウ
ェ
イ
・
ユ
ダ
ヤ
人
セ
ン
タ
ー

九
五
五
）

の
四
つ
の
シ
ナ
ゴ
ー

グ
施
設
で
、
箱
舟
を
覆
う
ア
ー
ク
の
カ
ー
テ
ン
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
等
の
デ
ザ

イ
ン
、
設
計
に
携
わ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
絵
画
作
品
で
は
な
か
っ
た
が
、
ゴ
ッ
ト

リ
ー
ブ
の
こ
れ
ま
で
の
絵
画
表
現
を
建
築
と
空
間
に
取
り
込
ん
だ
も
の
と
し
て

大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
当
時
の
建
築
と
現
代
美
術
の
協
働
に
よ

る
最
初
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
一
っ
と
評
さ
れ
、
戦
後
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
建
築
の
大
き

な
潮
流
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
ミ
ル
バ
ー
ン
の
ブ
ナ
イ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
会

フ
ァ
サ
ー
ド
全
て
を
覆
っ
た
最
初
の
壁
面
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
し
て
注

の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
装
飾
の
様
式
を
確
認
し
た
上
で
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
絵
画
に
お

ゴ
ー
グ
が
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
多
く
が
第
二
次
世
界
大
戦
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

経
験
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
の
復
興
と
活
性
化
を
目
指
し
た
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
再
建

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
影
響
か
ら
独
自
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル

ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ミ
ル
バ
ー
ン
の
ブ
ナ
イ
・
イ
ス

の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
や
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
各
々
の

地
域
に
根
差
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
の
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立

様
式
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
設
が
望
ま
れ
て
い
た
。
同
じ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い

て
も
、
戦
後
の
復
興
を
願
う
な
か
で
ド
ミ
ニ
コ
会
の
ク
チ
ュ
リ
エ
神
父
が
先
導

ス
の
礼
拝
堂
(
-
九
五
一
）

や
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
建
築
お
よ
び
装
飾
を

手
掛
け
た
ロ
ン
シ
ャ
ン
の
礼
拝
堂
(
-
九
五
五
）
な
ど
新
し
い
時
代
の
教
会
が

生
ま
れ
、
そ
れ
ら
の
動
向
は
、

ア
メ
リ
カ
の
美
術
界
に
お
い
て
も
大
き
な
注
目

抽
象
表
現
主
義
に
お
い
て
は
、
イ
ー
ゼ
ル
の
枠
を
超
え
て
建
築
領
域
へ
と
拡

張
し
て
い
く
志
向
性
が
四

0
年
代
初
期
か
ら
ポ
ロ
ッ
ク
に
認
め
ら
れ
た
が
、

ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
を
は
じ
め
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ザ
ウ
ェ
ル
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ジ
オ

テ
ス
な
ど
主
要
な
抽
象
表
現
主
義
の
画
家
達
が
所
属
し
て
い
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ク
ー
ツ
画
廊
は
、
画
家
た
ち
が
作
品
を
大
型
化
し
、
大
き
な
壁
面
を
欲
し
て
い

る
こ
と
、
壁
画
に
対
す
る
憧
れ
が
あ
る
こ
と
に
い
ち
早
く
気
付
き
、
絵
画
と
建

築
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
な
お
当
時
、
抽
象
表
現
主
義
の
多
く
の

画
家
た
ち
の
作
品
大
型
化
の
背
景
に
は
、
メ
キ
シ
コ
壁
画
運
動
の
影
響
、
ポ
ロ
ッ

ク
や
ロ
ス
コ
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
な
ど
抽
象
表
現
主
義
の
主
要
な
画
家
た
ち
が
参

加
し
た
連
邦
美
術
計
画
に
よ
る
壁
画
制
作
や
公
共
施
設
に
設
置
す
る
た
め
の
絵

画
制
作
の
経
験
、
そ
し
て
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
い
っ
た
展
示
空
間
の
建
築

を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
そ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
ム
ー
ア
様
式

-24-



建
築
家
を
組
み
合
わ
せ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
何
人
か
の
作
家
に
仕
事
を
依
頼
す

る
結
果
と
な
り
、
ま
た
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
が
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
設
計

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。

展
を
企
画
し
、
再
び
美
術
家
と
宗
教
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
最
先
端
を
行
く

術
や
神
話
、
ま
た
ユ
ン
グ
の
集
合
的
無
意
識
な
ど

モ
チ
ー
フ
、

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
（
挿
図
3

)

。
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ

ト
リ
ー
ブ
の
四

0
年
代
に
お
け
る
代
表
的
様
式
で
あ
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
フ

ン
に
金
色
の
刺
繍
糸
を
用
い
て
配
置
し
た
（
挿
図
2

)

。
そ
れ
ら
の

ゴ

ッ

な
ど
ユ
ダ
ヤ
教
の
シ
ン
ボ
ル
や
モ
チ
ー
フ
を
ベ
ル
ヴ
ェ
ッ
ド

カ
ー
テ

と
様
式
化
さ
れ
た
鸞
で
表
さ
れ
る
ユ
ダ
の
ラ
イ
オ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル

ブ
は
、
ケ
ル
ビ
ム

胸
当
て
、

フ
ァ
ー
バ
ー
が
選
出
さ
れ
た
。
ク
ー
ツ
は
そ
の
翌
年
「
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
た
め
の

モ
ー
ゲ
ン
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
、

の
巻
物
が
置
か
れ
て
い
る
箱
舟
部
分
を
覆
っ
て
い
る

ト
リ
ー
ブ
と
マ
ザ
ウ
ェ
ル
、

ベ
テ
ィ
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
画
廊
よ
り
ハ
ー
バ
ー
ト
・

二
0
七
セ
ン
チ
と
巨
大
な
も
の
で
、

。
ゴ
ッ
ト
リ
ー

ミ
ル
バ
ー
ン
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

ク
ー
ツ
画
廊
か
ら
ゴ
ッ

部
は
二
八
六
•
四
X

二
0
四
・
五
セ
ン
チ
、

下
部
は
三

0
九

ツ
に
四
つ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
の
装
飾
に
つ
い
て
一
括
発
注
し
て
い
る
。
最
初
の

セ
ン
チ

x

ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
箱
舟
の
カ
ー
テ
ン
は

つ

ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー

新
聞
な
ど

ク
ー
ツ
は
、
建
築
雑
誌
に
大
々
的
に
画
廊
の
広
告
を
出
し
、

は
「
壁
画
家
と
近
代
建
築
家
」
と
題
し
た
展
覧
会
を
企
画
し
た
。
本
展
で
ク
ー

ツ
は
、
画
廊
内
の
ス
ペ
ー
ス
を
五
つ
に
区
切
っ
て
、
定
評
が
あ
る
建
築
家
た
ち

の
建
築
物
に
対
し
て
、
所
属
作
家
の
作
品
を
設
置
す
る
と
い
う
協
働
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
企
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
提
案
す
る
作
品
を
展
示
し
た
。
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ

マ
ル
セ
ル
・
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
と
組
み
《
夜
の
音
》
（

ロ
イ
ヤ
ー
が
設
計
し
た
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
の
寮
、

九
四
八
）
を
ブ

デ
ク
ス
タ
ー

•
M
.

フ
ェ
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
の
壁
画
と
し
て
提
案
し
た
。
そ
の
他
に
、
バ
ジ
オ
テ
ス
と

マ
ザ
ウ
ェ
ル
を
グ
ロ
ピ
ウ
ス
の
建
築
家
グ
ル
ー

プ
と
組
み
合
わ
せ
て
展
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
功
を
奏
し
て
、
ミ
ル
バ
ー

ン
の
ブ
ナ
イ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
会
堂
の
建
築
で

の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
設
計
し
た
建
築
家
の
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
・
グ
ッ
ド
マ
ン
は
、
ク
ー

な
話
題
と
な
っ
た
。

時
に
は
建
築
雑
誌
や
美
術
雑
誌
の

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、

躍
著
名
と
な
り
、
そ
の
後
多
く

一
九
五

0
年
に

た
近
代
宗
教
建
築
の
傑
出
し
た
例
で
あ
り
、
初
め
て
会
堂

を
導
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
一
九
五
一

ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
館
長
の
ル
ネ
・
ダ
ル
ノ
ン
ク
ー
ル

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
旧
世
界
的
シ
ナ
ゴ
ー
グ
建
築
か
ら

イ
ス
ラ
エ
ル
会
堂
は
、

ガ
ラ
ス
、

レ
ン
ガ
、

先
述
し
た
建
築
家
グ
ッ
ド
マ
ン
に
よ
っ

カ
ー
テ
ン

二
、
ミ
ル
バ
ー
ン

・
イ
ス
ラ
エ
ル

し‘
ヽ

ラ
ー

ょ
、
ニ
ュ
ー

，
~
ヽ
f
~
. の

ブ
ナ
イ
・
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ル
の
壁
画
《
神
殿
の
壁
画
》
よ
り
も
サ
イ
ズ
が
大
き
く
ひ
と
際
存
在
感
を
放
っ

ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
意
図
し
た
と
お
り
、
威
厳
と
落
ち
着
き
を
も
っ
た
豊
か

重
要
な
の
は
、
幕
が
伝
統
的
な
シ
ン
ボ
ル
の
完
全
な
集
合
体
で
あ
り
、
神

し
、
彼
も
ま
た
妥
協
と
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
単
に
デ
ザ
イ
ン
が
良

館
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
収
蔵
を
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に
依
頼
し
、
八
十
七
年
ま

で
に
収
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
は
カ
ー
テ
ン
の

レ
プ
リ
カ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
八
十
六
年
の
ユ
ダ
ヤ
博
物
館
の
宝
物

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
カ
ー
テ
ン
が
出
展
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
博
物
館
が

文
化
財
と
し
て
価
値
を
お
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ

の
作
品
解
説
で
は
、
描
か
れ
た
シ
ン
ボ
ル
の
組
み
合
せ
か
ら
人
間
存
在
の
普
遍

性
と
継
続
性
に
つ
い
て
の
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
考
え
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
と
記

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
半
抽
象
の
図
案
が
施
さ
れ
た
荘
厳
な
カ
ー
テ
ン
は
、
会
堂
の
外
に
設
置

さ
れ
た
フ
ァ
ー
バ
ー
の
彫
刻
《
燃
え
る
柴
》
、
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
た
マ
ザ
ウ
ェ

さ
か
ら
そ
の
損
傷
が
心
配
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、

一
九
八
五
年
に
ユ
ダ
ヤ
博
物

ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
典
型
的
な
抽
象
的
ピ
ク
ト
グ
ラ
フ
は
、
・
・
・
一
般

以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

え
ば
、
目
や
渦
巻
、
女
性
や
男
性
の
象
徴
を
想
起
さ
せ
る
も
の
を
グ
リ
ッ
ド
状

に
配
置
し
た
が
、
各
々
の
モ
チ
ー
フ
の
背
景
を
考
慮
す
れ
ば
、
人
間
が
も
つ
普

遍
的
な
感
情
を
表
出
す
る
絵
画
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ

は
宗
教
的
空
間
に
お
い
て
満
ち
る
感
情
と
も
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
さ
ら
に
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
が
選
ん
だ
鮮
や
か
な
赤
の
ベ
ル
ヴ
ェ
ッ
ド
の
カ
ー

テ
ン
生
地
や
金
色
の
刺
繍
糸
は
、
神
聖
さ
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
演
出
し
て
い

る
。
彼
の
図
案
を
も
と
に
、
妻
の
エ
ス
タ
ー
が
指
導
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

慣
習
に
従
い
会
衆
の
女
性
た
ち
が
各
々
の
パ
ー
ツ
を
縫
い
付
け
た
カ
ー
テ
ン

は
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
手
法
を
想
起
さ
せ
、
作
家
と
信
徒
た
ち
が
協
働
で
制
作
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
儀
式
で
の
使
用
を
重
ね
て
い
く
な
か
で
、
カ
ー
テ
ン
の
性
質
の
脆

て
い
る
。
本
来
、
堂
内
の
装
飾
が
少
な
い
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
は
、
箱
舟
の
カ
ー
テ

な
っ
て
い
る
。
圧
倒
的
な
サ
イ
ズ
と
艶
や
か
な
質
感
の
な
か
で
、
意
味
と
文
様

問
者
は
各
々
の
感
情
と
向
き
合
い
、
宗
教
的
体
験
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

当
時
の
批
評

こ
の
カ
ー
テ
ン
の
制
作
に
つ
い
て
、
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
：
ト
リ

ビ
ュ
ー
ン
』
新
聞
の
美
術
批
評
を
担
当
す
る
エ
ミ
リ
ー
・
ジ
ェ
ナ
ウ
ア
ー
は
、

的
に
、
謎
め
い
た
原
始
的
、
考
古
学
的
、
無
神
論
的
な
シ
ン
ボ
ル
が
エ
ジ

プ
ト
の
象
形
文
字
の
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
彼
が
芸
術
的
カ
ー

テ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
に
特
別
に
適
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か

い
か
ら
と
い
う
理
由
で
ス
ケ
ッ
チ
に
用
い
た
モ
チ
ー
フ
も
、
具
体
的
な
意

味
を
持
つ
よ
う
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

．．． 
（
中
略
）

．．． 

の
家
を
信
用
す
る
に
足
る
威
厳
が
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
立

派
で
あ
り
、
深
く
輝
く
色
彩
の
広
が
り
（
色
彩
構
成
さ
え
も
利
用
可
能
な

布
地
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
た
）
、
豊
か
な
質
感
、
目
を
引
く
デ
ザ
イ
ン
は
、

が
一
体
と
な
っ
た
カ
ー
テ
ン
は
、
ひ
と
際
空
間
内
で
そ
の
存
在
感
を
放
ち
、

ン
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
が
、
本
堂
内
に
お
い
て
も
唯
一
の
装
飾
と
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て
達
成
さ
れ
る
「
意
味
」
、

つ
ま
り
感
情
へ
の
影
響
に
興
味
が
あ
る
の
だ

の
シ
ン
ボ
ル
の
具
体
的
な
歴
史
的
意
味
よ
り
も
、
そ
れ
ら
が

じ
く
グ
ッ
ド
マ
ン
の
設
計
に
よ
る
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー

体
と
な
っ

い
始
め
た
と
き
、
そ
れ
ら
が
自
分
の
絵
画
で
使
用
し
た
も
の
と
非
常
に
よ

ら
の
歴
史
的
シ
ン
ボ
ル
の
意
味
に
つ
い
て
の
質
問
で
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
は
、

確
か
に
意
味
に
は
興
味
が
あ
り
、
自
身
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
形
式
主
義
者
で

は
な
い
が
、
意
味
と
形
式
が
同
様
に
重
要
で
あ
る
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
作
品
を
考
え
て
い
る
と
答
え
た
。
彼
は
、
こ
れ
ら
の
シ
ン
ボ
ル
を
扱

く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
思
慮
深
く
コ
メ
ン
ト
し
た
。
彼
は
、
個
々

カ
ー
テ
ン
を
作
り
た
か
っ
た
と
説
明
し
た
。

．．． 
（
中
略
）

．．． 
こ
れ

ミ
ル
バ
ー
ン
の
ブ
ナ
イ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
会
堂
で
の
箱
舟
カ
ー
テ
ン
の
後
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
よ
る
フ
ァ
サ
ー
ド

二、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

レ
ト
J
 

・ス

ン

表
現
主
義
の
画
家
達
が
発
言
し
て
お
り
、
画
家
達
に
と
っ

(

9

)

 

あ
っ
た
。

の
感
覚
」
と
は
、
幾
度
と
な
く
ニ
ュ
ー
マ
ン
や
ロ
ス
コ

で

の
で
あ
り
な
が
ら
、
神
聖
な
場
所
の
感
覚
を
表
現
し
、
貢
献
す
る
よ
う
な

体
験
が
可
能
と
な
る
場
の
創
出
を
目
指
し
て
い
た
こ

同
時
に
、
ょ
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
こ
と
へ

つ
ま
り
装
飾
と
し
て
喜
ば
れ
る
も

れ
る
の
か
、

作
品
空
間
が
と
も
に
呼
応
す
る
こ
と

彼
（
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
）
は
、
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
を
満
た
す
と

主
題
と
様
式
の
両
方
に
重
き
を
お
き
、
シ
ン
ボ
ル
の

な
っ
た
表
現
を
観
る
人
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
ど
の

rっ

こ
の
カ
ー
テ
ン
制
作
時
の
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
狙
い
に
つ
い
て

ー
ト
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
誌
十
月
号
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

）
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー

い
て

だ
と
い
え
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
が
制
作
に
お
い

て
い
た

さ
を
備
え
た
表
現
に
辿
り
着
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

時
間
的
な
も
の
と
は
、

や
は
り
人
間
が
も
っ

が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
が
深
い
敬

で
も
っ
て
、
色
彩
の
広
が
り
と
質
感
を
巧
み
に
扱
い
な
が
ら
威
厳
と
豊
か

悲
劇
的
で
無
時
間
的
な
も
の
だ
け
が
妥
当
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
絵

て
は

エ
ル
に
宛
て
た
六
月
七
日
付
の
手
紙
の
な
か
で
、

ム

』

の
批
評
家
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
オ
ー
ル
デ
ン
・
ジ
ュ
ー

術
家
の
深
い
敬
虔
な
衝
動
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
ろ
う

さ
で
箱
舟
を
覆
う
役
割
を
果
た
す
に
違
い
な
い
。
こ
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
芸

ジ
ェ
ン
ナ
ー
は
、
も
と
も
と
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
作
風
が
カ
ー
テ
ン
装
飾
に
適
し

た
も
の
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
制
作
に
お
い
て
、
宗
教
美
術
と
し
て
の
制
限

コ
と
共
同
で

ま
た
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
は
、

一
九
四
一
―

ニ
ュ
ー
マ
ン

(

8

)

 

ろ
う
と
言
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

ロ
ス
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に
お
い
て
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
再
設
置
さ
れ
て
い
る

一
九
五
二
年
に
三
つ
目
の
宗
教
建
築
と
の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ミ
ル
ト
ン
・
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
・
ハ
ウ
ス
の
フ
ァ
サ
ー
ド
の
デ
ザ
イ

ン
お
よ
び
設
計
の
依
頼
を
受
け
る
。
そ
れ
は
著
名
な
ラ
ビ
で
あ
る
ミ
ル
ト
ン
・

ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
を
追
悼
す
る
た
め
に
ケ
リ
ー
＆
グ
ル
ー
ゼ
ン
事
務
所
に
よ
っ

て
設
計
、
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
図
書
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
も
併

設
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
っ
た
。
一
九
五
四
年
に
完
成
し
た
施
設
は
、
正
面
フ
ァ

サ
ー
ド
全
体
が
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
構
成
さ
れ
た
世
界
初
の
建
造
物
で
あ
り
、

壁
全
体
の
大
き
さ
は
高
さ
約
十
六
・
七
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
九
・
一
四
メ
ー
ト
ル

と
ビ
ル
五
階
建
て
分
の
広
さ
を
誇
り
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
部
分
は
一
―

o
mに

も
及
び
、
当
時
最
大
の
連
続
し
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
規
模
で
あ
っ
た
。

フ
ァ

サ
ー
ド
は
、
二
十
一
の
異
な
る
文
様
が
九
十
一
枚
の
パ
ネ
ル
の
中
で
繰
り
返
さ

れ
、
十
三
段
の
パ
ネ
ル
に
七
枚
組
の
ガ
ラ
ス
が
設
置
さ
れ
た
（
挿
図
4

)

。
し

か
し
、
一
九
八

0
年
に
建
物
の
拡
張
工
事
の
た
め
に
フ
ァ
サ
ー
ド
は
解
体
さ
れ
、

現
在
で
は
再
建
築
さ
れ
た
パ
ー
ク
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
シ
ナ
ゴ
ー
グ
お
よ
び
東

八
十
九
丁
目
通
り
の
関
連
施
設
イ
ー
ラ
イ
•
M
・
ブ
ラ
ッ
ク
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ま、
,•| 

（
挿
図
5

)

。

写
真
で
の
み
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
は
、

ト
グ
ラ
フ
を
想
起
さ
せ
る
文
様
で
ユ
ダ
ヤ
教
の
シ
ン
ボ
ル
な
ど
が
施
さ
れ
た
横

長
の
切
妻
屋
根
を
思
わ
す
形
態
を
配
置
し
、
下
部
の
カ
ー
テ
ン
は
無
地
に
縞
が

入
っ
た
シ
ン
プ
ル
な
布
が
垂
ら
し
て
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ

は
一
九
六
五
年
の
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
作
品
も
現
在
で

さ
れ
た
。

ア
ー
チ
部
分
に
は
、
赤
、
淡
い

黄
色
を
基
調
と
し
た
地
に
ピ
ク

ル
ド
の
ベ
ス
・
エ
ル
会
堂
の
箱
舟
部
分
の
デ
ザ
イ
ン
を
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
は
依
頼

て
重
要
と
な
っ
た
の
は
、

フ
ァ
サ
ー
ド
の
全
体
性
、
統
一
感
で
あ
っ
た
。

．
 

部

（
挿
図
6

)

。
構
図
の
決
定
に
お
い

ま
た
同
誌
で
は
、

フ
ァ
サ
ー
ド
全
体
の
構
図
を
思
案
す
る
に
あ
た
り
、
ゴ
ッ

窓
と
し
て
の
壁
面

こ
の
フ
ァ
サ
ー
ド
で
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
は
、
神
が
モ
ー
ゼ
に
神
殿
を
装
飾
す
る

よ
う
指
示
し
た
青
、
金
、
紫
、
そ
し
て
白
の
色
彩
を
用
い
て
、
生
命
の
樹
、
イ

ス
ラ
エ
ル
十
二
部
族
、
ト
ー
ラ
ー
、
ダ
ビ
デ
の
星
、
贖
罪
の
日
を
象
徴
す
る
シ

ン
ボ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
シ
ン
ボ
ル
の
描
写
は
、
そ
の
前
に
手
掛
け
た
ブ
ナ

イ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
会
堂
や
ベ
ス
・
エ
ル
会
堂
に
類
似
し
た
も
の
も
あ
り
、
ゴ
ッ

ト
リ
ー
ブ
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
フ
を
想
起
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
以
前
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ

で
の
カ
ー
テ
ン
装
飾
に
比
べ
て
、

フ
ァ
サ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
建
築
上
の
問

題
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
制
約
が
多
か
っ
た
。
『
ア
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
ス
』
誌
の

九
五
五
年
三
月
号
に
お
い
て
、
六
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
ガ
ラ

ス
フ
ァ
サ
ー
ド
の
制
作
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
パ
ネ
ル
の
大
き
さ
の

決
定
、
建
物
全
体
と
比
例
関
係
に
あ
る
フ
ァ
サ
ー
ド
や
ガ
ラ
ス
部
分
の
ス
ケ
ー

ル
、
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
を
兼
ね
た
装
飾
の
微
妙
な
調
整
や
館
内
で
の
照
明
の

要
望
な
ど
諸
問
題
に
対
応
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
し
た
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の

(

1

0

)

 

根
気
強
さ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ト
リ
ー
ブ
が
多
く
の
習
作
を
描
き
、
構
図
の
決
定
に
一
年
を
費
や
し
た
こ
と
を

六
枚
の
図
版
で
紹
介
し
て
お
り
、
ア
ド
ル
フ
＆
エ
ス
タ
ー
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
財

団
に
も
当
時
の
習
作
が
保
管
さ
れ
て
い
る

の
列
に
縦
長
ラ
イ
ン
を
貫
通
さ
せ
た
も
の
、
幾
つ
か
の
横
段
に
水
平
の
帯
と
な

る
よ
う
な
鮮
や
か
な
色
ガ
ラ
ス
を
用
い
た
も
の
、
フ
ァ
サ
ー
ド
全
体
を
黒
縁
の

有
機
的
な
曲
線
に
よ
っ
て
大
胆
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
配
置
し
た
も
の
な
ど
、
様
々
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淡
い

な
構
図
を
と
る
こ
と
で
、

が
最
優
先
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
ガ
ラ
ス
パ
ネ
ル
の
三
分
の
二
を
繊
細
な
色
合
い
の
菱
形
格
子

が
並
ぶ
パ
ネ
ル
に
し
て
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
パ
ネ
ル
を
三
分
の

一
の
割
合
で
使
用
し
た
。
さ
ら
に
、

二
十
デ
ザ
イ
ン
の
連
続
性
を
損
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
理
由
か
ら
、
最
終
的
に
は

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
壁
面
の
全
体
性
が
表
現
さ
れ
る
こ
と

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
パ
ネ
ル
部
分
を
上
下
に

配
置
し
た
も
の
を
交
互
に
並
べ
、
各
パ
ネ
ル
の
角
が
互
い
に
接
触
す
る
こ
と
で
、

パ
タ
ー
ン
の
連
続
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
生
き
生
き
と
し
た
市
松
模
様
の
効

果
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
デ
ザ
イ
ン
部
分
の
パ
ネ
ル
は
、
そ
の
構
図
に
お
い
て
上

下
に
色
ガ
ラ
ス
の
余
白
を
残
し
て
図
像
を
中
央
に
配
置
し
た
パ
タ
ー
ン
と
、
パ

ネ
ル
全
体
に
図
像
を
オ
ー
ル
オ
ー
ヴ
ァ
ー
に
隙
間
な
く
配
置
し
た
パ
タ
ー
ン
の

種
類
が
制
作
さ
れ
た
。
パ
ネ
ル
の
三
分
の
二
の
部
分
は
菱
形
の
格
子
が
並
ぶ

い
の
ガ
ラ
ス
と
な
る
た
め
、
豊
か
な
光
が
屋
内
に
差
し
込
む
こ
と
に

加
え
、
パ
ネ
ル
部
分
に
は
照
明
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
天
候
や
時
間
に
左
右

さ
れ
ず
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
安
定
し
て
輝
き
、
建
物
内
に
い
る
人
物
が
ゴ
ッ

ト
リ
ー
ブ
の
世
界
観
を
環
境
と
し
て
体
験
す
る
だ
け
で
な
く
、
建
物
の
外
側
に

対
し
て
も
そ
の
象
徴
性
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
抽
象
表
現
主
義

の
多
く
の
画
家
た
ち
が
、
観
る
者
の
感
情
に
よ
り
直
接
的
に
訴
え
か
け
る
た
め
、

大
画
面
を
用
い
て
壁
画
が
も
つ
力
強
さ
、
あ
る
い
は
建
築
と
い
う
環
境
そ
の
も

の
ま
で
も
取
り
込
ん
だ
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
が
、
ま
さ
し

く
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
内
部
と
外
部
を
つ
な

の
装
飾
ガ
ラ
ス
が
規
則
的
に
配
置
さ
れ
る
オ
ー
ル
ー
オ
ー
ヴ
ァ
ー

す
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ー
ゼ
ル
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
異
な
り
、

し‘
ヽ

グ

カ
ー
テ
ン
下
部
の
六
、
七
段
目
は
グ
リ
ッ
ド
状
に
な
っ

つ

に

ぐ
窓
に
加
え
壁
と
い
う
両
方
の
役
割
を
果
た
す
光
と
色
彩
に
満
ち
た
壁
面
そ
の

に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
、
『
ア
ー
ト
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』

仕
事
が
建
築
家
の
仕
事
を
超
越
し
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が

ン
に
強
い
影
響
を
与
え
、
最
終
的
に
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。
建
築
の
細
部
は
、
画
家
が
自
分
の
作
品
に
与
え
た

と
論
じ
ら
れ
た
。

箱
舟
の
カ
ー
テ
ン
と

シ
リ
ー
ズ

の
カ
ー
テ
ン

た
。
こ
の
カ
ー
テ
ン
は
、
そ
の
様
式
に
お
い
て
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
ピ
ク
ト
グ

ラ
フ
後
期
を
発
展
さ
せ
た
も
の
だ
と
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

的
シ
ン
ボ
ル
が
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
部
分
に
お
い
て
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
フ
と
の

連
続
性
を
見
出
せ
る
。
し
か
し
、
そ
の
表
現
が
部
分
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ー

テ
ン
全
体
の
雰
囲
気
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
フ

不
透
明
な
色
彩
を
用
い
た
地
に
対
し
て
画
面
全
体
を
グ
リ
ッ
ド

リ
ッ
ド
内
に
線
描
に
よ
る
シ
ン
ボ
ル
が
描
か
れ
て
い
た
画
風
と

デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

0
年
か
ら
五
一
年
に
か
け
て
で
あ
っ

ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
が
ミ
ル
バ
ー
ン
の
ブ
ナ
イ
・
イ
ス
ラ
エ

ッ
ト
リ

感
性
で
研
究
さ
れ
た
よ
う
に
は
見
え
な
い

で
は

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
大
胆
な
挑
戦
は
、

も
の
を
創
り
出
し
た
と
い
え
る
。

な
試
み
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
が
フ
ァ
サ
ー
ド
を
分
断
し
て
し
ま
っ
た
り
、

の
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た

音

色

＃

1
》
（
挿
図
7

)

な
縦
長
の
カ
ー
テ
ン
と
い
う
形
状
に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
色
彩
に
お
い
て
も
、
宗
教
的
空
間
を
生
み
出
す
た
め
に

象
徴
的
な
色
が
使
用
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
カ
ー
テ
ン
の
ベ
ー
ス
と
な
る

赤
色
の
シ
ル
ク
・
ベ
ル
ヴ
ェ
ッ
ド
生
地
の
上
に
、
他
の
色
布
で
作
ら
れ
た
シ
ン

ボ
ル
が
ア
ッ
プ
リ
ケ
の
よ
う
に
し
て
縫
い
付
け
ら
れ
て
お
り
、

な
色
布
の
上
に
、

つ
ま
り
は
大
き

い
く
つ
か
の
色
布
が
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
に
配
さ
れ
た
構
造

と
な
る
。
さ
ら
に
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
ピ
ク
ト
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

グ
リ
ッ
ド
が
画
面
の
大
部
分
を
覆
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
使
用
は
図
の
一
部
分

の
み
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
、
線
描
で
の
表
現
で
は
な
く
、
大
き
な
色
面
に

年
か
ら
「
仮
想
風
景
」
の
シ
リ
ー
ズ
の
制
作
を
始
め
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

画
面
が
二
層
に
分
か
れ
、
下
層
は
大
地
や
海
を
想
起
さ
せ
る
描
写
で
あ
る
が
、

特
徴
的
な
の
は
ポ
ロ
ッ
ク
や
デ
・
ク
ー
ニ
ン
グ
を
思
わ
す
激
し
い
筆
触
で
描
か

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
上
層
に
は
、
下
層
に
対
し
て
抑
制
さ
れ

た
筆
触
で
着
色
さ
れ
た
半
透
明
の
色
彩
の
地
に
、
平
坦
な
形
態
に
よ
る
原
色
の

色
面
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
シ
リ
ー
ズ
最
初
の
作
品
で
あ
る
《
凍
え

な
色
面
は
、
箱
舟
の
カ
ー
テ
ン
に
表
現
さ
れ
て
い
た
矩
形
や
円
と
の
共
通
性
を

見
出
せ
る
。
ま
た
同
年
に
制
作
さ
れ
た
《
歩
哨
》
（
挿
図
8

)

で
は
、
画
面
下

側
に
グ
リ
ッ
ド
、
画
面
端
に
縦
長
の
形
態
が
配
置
さ
れ
、
画
面
上
部
に
円
が
描

か
れ
て
い
る
。
そ
の
構
図
と
ゆ
と
り
の
あ
る
余
白
が
あ
る
点
に
お
い
て
、
カ
ー

の
上
層
に
配
置
さ
れ
た
円
や
矩
形
に
よ
る
平
坦

#
1
》
に
お
い
て
、

デ
・
ク
ー
ニ
ン
グ
や
ポ
ロ
ッ

ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
は
、
箱
舟
の
カ
ー
テ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
た
一
九
五

#

l
》
（
挿
図
9

)

を
描
い
た
の
は
一
九
五

0
年
だ
っ
た
。
こ
の
作
品
制
作
の

い
く
つ
か
の
色
面
が
配
置
さ
れ
て
い
る
地
と
図
の
印
象
を
与
え
る
。

表
現
の
可
能
性
を
切
り
拓
い
た
こ
と
が
考
察
で
き
る
。

ら
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
が
こ
れ
ま
で
の
オ
ー
ル
オ
ー
ヴ
ァ
ー
な
様
式
を
変
更
し
た

テ
ン
の
構
図
と
の
類
似
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
カ
ー
テ
ン
以

前
に
は
散
見
さ
れ
な
か
っ
た
王
冠
の
描
写
が
そ
の
後
、
度
々
描
か
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
カ
ー
テ
ン
で
の
デ
ザ
イ
ン
を
想
起
さ
せ
る
構
図
、
鮮
や
か
な

色
彩
、
布
に
ア
ッ
プ
リ
ケ
と
し
て
布
を
重
ね
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
平
坦
な
色
面

同
士
が
も
つ
表
現
の
効
果
が
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
絵
画
制
作
に
お
い
て
新
た
な

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
「
ラ
ビ
リ
ン
ス
」
シ
リ
ー
ズ

で
は
、
ミ
ル
ト
ン
・
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
・
ハ
ウ
ス
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
ゴ
ッ

ト
リ
ー
ブ
の
絵
画
制
作
で
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
見
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。
ゴ
ッ

ト
リ
ー
ブ
が
「
ラ
ビ
リ
ン
ス
」
と
題
し
た
最
初
の
作
品
《
ラ
ビ
リ
ン
ス

背
景
と
し
て
、
先
行
研
究
の
多
く
で
は
ウ
ィ
レ
ム
・
デ
・
ク
ー
ニ
ン
グ
と
ポ
ロ
ッ

ク
が
四

0
年
代
後
半
か
ら
始
め
た
重
層
的
な
オ
ー
ル
オ
ー
ヴ
ァ
ー
な
作
品
の
存

(

1

4

)

 

在
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
本
作
で
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
は
、
親
交
が
あ
っ
た

ニ
ュ
ー
マ
ン
が
ジ
ッ
プ
絵
画
の
制
作
で
利
用
し
て
い
た
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
を

用
い
て
、
グ
リ
ッ
ド
部
分
を
覆
っ
て
そ
の
上
に
色
を
重
ね
て
制
作
し
て
い
る
過

程
か
ら
も
、
グ
リ
ッ
ド
に
よ
る
オ
ー
ル
オ
ー
ヴ
ァ
ー
な
構
図
に
重
層
性
を
付
与

し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
批
評
家
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ア
ロ
ウ
ェ
イ

は
、
淡
い
ピ
ン
ク
と
灰
色
、
黒
の
色
の
重
な
り
が
観
ら
れ
る
本
作
に
お
い
て
、

ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
色
彩
に
対
す
る
探
求
を
指
摘
し
、
五

0
年
代
初
期
に
入
る
と

色
彩
の
選
択
が
原
色
に
よ
る
黒
や
赤
、
白
へ
と
劇
的
に
変
化
し
た
こ
と
を
論
じ

(

1

5

)

 

て
い
る
。
《
ラ
ビ
リ
ン
ス
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る
。
そ
の
頃
の
作
品
に
見
ら
れ
る
赤
や
黄
色
、
緑
、

に
つ
い
て
、
作
品
を
激
賞
し
、

ハ
ウ
ス
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
走
る
ク
ロ
ー
ム
に
よ
る
黒
縁
の
曲
線
を
思
わ
せ

の
鮮
や
か
な
色
彩

は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
画
面
に
生
じ
る

ら
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ク
ー
ツ
画
廊
で
の
五

の
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ

線
は
、
「
非
生
物
」
の
シ
リ
ー
ズ
で
も
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
画
面
中
央
に

て
お
り
、

や
は
り
同
年
に
完
成
し
た
ミ
ル
ト
ン
・
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
・

つ
か
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
詩
人
で
批
評
家
の
フ
ラ
ン
ク
・
オ
ハ
ラ
は
、
こ
れ

で
き
て
い
な
い
が
、

の
展
覧
会
批
評
に
お
い
て
暗
示
さ
せ
る
記
述
は
い
く

白
の
曲
線
が
画
面
全
体
を
覆
っ
て
い
る
。
こ
の
大
胆
に
配
さ
れ
た
黒
の
太
い
曲

い
て
明
確
に
論
じ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
は
、

の

く
感
じ
さ
せ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
黒
の
ス
ト
ロ
ー
ク
と
同
じ
太
さ
の

い
た
と
も
考
察
で
き
る
。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
「
ラ
ビ
リ
ン
ス
」
の

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
は
矢
印
や
梯
子
な
ど
を
想
起
さ
せ
る
形
態
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
ピ
ン
ク
地
の
背
後
や
そ
の
表
面
に
黒
の
曲
線
が
大
胆
に
走
り
身
体
性
を
強

つ

則
的
に
配
置
さ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ザ
イ
ン
か
ら
の

る
が
、

っ
て
い
る
。
同
年
に
制
作
さ
れ
た
《
黒
、
白
、
ピ
ン
ク
》
も
同
様
に
画
面
の

よ
り

ス
ト
ロ
ー
ク
は
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
お
い

の

し‘

る
が
、
構
図
と
色
彩
に
お
い
て
、

い
る
。
こ
れ
ま
で
線
の
太
さ
や
色
が

一
作
品
か
ら
劇
的
に
表
現
が
変
化
し
て

様
な
直
線
だ
っ
た
の
が
、
多
様
な
線
へ

と
変
化
し
、
そ
れ
ま
で
の
線
描
に
よ
る
シ
ン
ボ
ル
が
背
後
に
追
い
や
ら
れ
、
そ

の
曲
線
と
細
い
黄
色
と
白
色
に
よ
る
線
が
画
面
を
縦
横
無
尽
に

を
導
く
だ
ろ
う
と
思
い

の

ク
ら
の
刺
激
を
受
け
、
色
彩
の
塗
り
重
ね
に
よ
る
表
現
に
よ
っ
て
作
品
に
重
層

性
を
取
り
込
も
う
と
し
た
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
だ
っ
た
が
、
構
図
に
お
い
て
は
基
本

的
に
従
来
の
グ
リ
ッ
ド
に
よ
る
ピ
ク
ト
グ
ラ
を
踏
襲
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

淡
い
寒
色
系
を
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
重
ね
て
お
り
、
色
彩
の
使
い
方
が

よ
り
自
由
に
大
胆
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
構
図
は
前
作
を
概
ね
継
承
し
た
も
の

#
3
》
（
挿
図
1

0

)

で
は
、
線
描
が
画
面
を
覆
う
点
で
は
同
じ
で
あ

お
そ
ら
く
反
動
で
こ
れ
ま
で
以
上

の
油
絵
へ
の

五
四
年
に
制
作
さ
れ
た
作
品
で
は
、
画
面
を
自
由
に
伸
び
伸
び
と
走
る
幾
重
に

主
観
的
に
影
響
を
受
け
て
い
た
デ
・
ク
ー
ニ
ン
グ
や
ポ
ロ
ッ
ク
の
表
現
に
近
づ

へ
と
私

リ
ン
ス

は
な
く
、
よ
り
知
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
完
成
し
た
一
九
五
四
年
に
発
表
し
た
《
ラ
ビ

足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
種
の
作
品
は
、
イ
ー
ゼ
ル

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

を
普
段
見
る
人
た
ち
よ
り
も
多
く
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
え
る
こ
と

こ
れ
は
私
に
と
っ
て
宗
教
上
の
仕
事
と
し
て
は
三
回
目
で
す
。

る
。
同
年
に
制
作
さ
れ
た
《
ラ
ビ
リ
ン
ス
＃

2
》
で
は
、
緑
や
グ
レ
ー
な
ど

の
絵
画
制
作
に
つ
い
て
、
次
の

て
い
る
。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
完
成
時
に
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
は
、

奥
行
き
は
、

い
起
こ
さ
せ
る
。

っ
た
ガ
ラ
ス
パ
ネ
ル
の

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
自
身

る
光
の
照
明
か
ら
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最
後
に
作
品
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
、
《
ラ
ビ
リ
ン
ス
＃

3
》
は
、

の
窓
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。

表
面
の
太
い
ス
ト
ロ
ー
ク
は
、
特
定
の
意
味
を
示
す
と
い
う
よ
り
も
、
カ

強
さ
と
快
活
さ
か
ら
生
じ
る
ス
ピ
ー
ド
の
兆
候
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
人

(

1

7

)

 

工
的
な
構
造
物
の
明
瞭
さ
、
強
さ
、
正
し
さ
を
備
え
た
都
市
画
で
あ
る
。

と
評
し
て
お
り
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
よ
る
フ
ァ
サ
ー
ド
制
作
で
の
経
験
が

ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、

お
そ
ら
く
壁
の
空
間
を
念
頭
に
置
き
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
窓
の
よ
う
な

ガ
ラ
ス
が
新
た
な
目
的
を
示
唆
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
黒
、
白
、
青
み
が

か
っ
た
灰
色
、
黄
色
の
色
の
帯
の
影
響
は
、
以
前
の
絵
画
ほ
ど
贅
沢
な
質

感
で
は
な
い
。
色
彩
は
よ
り
硬
質
で
あ
り
な
が
ら
も
、
形
態
は
崩
れ
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
壁
や
窓
を
好
む
よ
う
な
別
の
領
域
か
ら
離
れ
た
冥
界
の
よ

(

1

8

)

 

う
な
、
奥
行
き
の
あ
る
錯
覚
を
生
み
出
し
て
い
る
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
以
前
の
表
現
か
ら
の
変
化
に
つ
い
て
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

横
が
四
八
七
・
六
セ
ン
チ
と
そ
れ
ま
で
制
作
さ
れ
た
作
品
の
な
か
で
最
大
サ
イ

ズ
で
あ
り
、
《
黒
、
白
、
ピ
ン
ク
》
も
横
が
三
六
八
・
四
セ
ン
チ
あ
り
、
こ
れ
ま

で
の
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
作
品
の
サ
イ
ズ
の
な
か
で
は
突
出
し
た
サ
イ
ズ
で
あ
る
。

五
四
年
は
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
作
品
が
ど
れ
も
大
型
化
し
た
年
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
大
画
面
の
使
用
は
、
ミ
ル
バ
ー
ン
の
六
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
艶
や
か
な
シ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
新
聞
の
美
術
評
で
は
、

ル
ク
・
ヴ
ェ
ル
ヴ
ェ
ッ
ド
の
箱
舟
カ
ー
テ
ン
や
、
建
物
五
階
分
の
フ
ァ
サ
ー
ド

全
体
を
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で
覆
い
光
に
あ
ふ
れ
た
大
画
面
を
創
出
し
た
ゴ
ッ
ト

リ
ー
ブ
が
、
身
体
性
を
伴
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
画
家
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

よ
り
主
観
的
な
感
情
を
伴
う
鑑
賞
体
験
を
観
者
に
対
し
て
望
ん
だ
こ
と
か
ら
生

ま
れ
た
と
指
摘
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
が
五

0
年
代
に
絵
画
様
式
に
お
い
て
多
様
な
変

遷
を
繰
り
返
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
が
取
り
組
ん
だ
ブ
ナ
イ
・

イ
ス
ラ
エ
ル
会
堂
お
よ
び
ミ
ル
ト
ン
・
ス
タ
イ
ン
バ
ー
グ
・
ハ
ウ
ス
で
の
協
働

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
焦
点
に
考
察
し
た
。
当
時
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
装

飾
に
関
す
る
個
別
の
批
評
は
多
く
あ
っ
た
が
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
が
手
掛
け
た
対

象
が
絵
画
で
は
な
く
カ
ー
テ
ン
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
た

め
か
、
絵
画
の
様
式
か
ら
の
視
点
に
よ
る
指
摘
や
考
察
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ

れ
ら
の
装
飾
が
絵
画
の
様
式
変
遷
の
過
程
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
を

検
証
し
た
も
の
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
今
回
の
検
証
に
よ
り
、
各
々
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
取
組
み
が
、
絵
画
作
品
の
構
図
や
描
写
、
色
彩
、
サ
イ
ズ
や
ス

ケ
ー
ル
と
多
岐
に
わ
た
る
範
囲
で
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
今
後
は
さ
ら
に
、
二
度
目
と
な
る
カ
ー
テ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
た
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ベ
ス
・
エ
ル
会
堂
や
、

ス
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
キ
ン
グ
ス
ウ
ェ
イ
・
ユ
ダ
ヤ
人
セ

ン
タ
ー
で
の
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
取
組
み
に
つ
い
て
も
検
証
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ッ

さ
い
こ
に

度
目
と
な
る
ス
テ
ン
ド
・
グ
ラ
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ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ナ
ン
シ
ー
・
リ
ト
ウ
ィ
ン
氏
、

本
研
究
に
あ
た
り
、
ア
ド
ル
フ
＆
エ
ス
タ
ー
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
財
団
エ
グ
ゼ
ク

本
研
究
は
JS
P
S
科
研
費
1
9
K
2
3
0
1
1

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

よ
り
深
い
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

示
空
間
の
変
化
、
芸
術
家
の
社
会
へ
の
関
わ
り
方
な
ど
、

ト
リ
ー
ブ
が
自
身
の
作
品
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
空
間
を
創
出
し
、
観
者
に
対

し
て
ど
う
自
身
の
芸
術
観
を
語
り
掛
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
ゴ
ッ

(

1

9

)

 

ト
リ
ー
ブ
が
絵
画
制
作
に
お
い
て
最
重
要
視
し
た
「
感
情
的
な
真
実
」
に
通
底

ブ
ナ
イ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
会
堂
が
建
立
さ
れ
た
一
九
五
一
年
に
は
、
ポ
ロ
ッ
ク

も
ト
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
と
教
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

ニ
ュ
ー
マ

ン
も
こ
の
年
に
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
建
築
に
専
念
し
て
い
た
。
ま
た
ロ
ス
コ
は
同
年

に
開
催
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
建
築
と
絵
画
・
彫
刻
の

関
係
」
に
出
席
し
、
後
年
、
彼
が
設
計
を
手
掛
け
た
シ
ー
グ
ラ
ム
・
ビ
ル
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
に
携
わ
っ
て
い
る
。
戦
後
の
宗
教
建
築

ラ
ッ
シ
ュ
、
画
廊
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
建
築
や
展

の
様
々
な
社
会

的
要
因
が
画
家
た
ち
の
作
品
大
型
化
や
作
品
ス
ケ
ー
ル
、
特
定
の
空
間
で
の
展

示
志
向
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
考
察
で
き
る
が
、
こ
の
時
期
、
画
家
た

ち
が
自
ら
の
表
現
に
よ
っ
て
環
境
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
背
景
を
探
る
こ
と

で
、
抽
象
表
現
主
義
の
画
家
た
ち
の
芸
術
観
や
作
品
展
示
の
在
り
方
に
つ
い
て

テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
ハ
ー
シ
ュ
氏
お
よ
び
コ
レ
ク
シ
ョ

マ
ー
ク
・
ロ
ス
コ
の
ご

遺
族
で
あ
る
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ス
コ
氏
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
記
し
て

し
て
い
る
も
の
な
の
か
を
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
九
四
七
年
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ク
ー

ル
ー
プ
展
を
見
た
ピ
カ
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は
、
ゴ
ッ
ト
リ
ー
ブ
の
作
品
か
ら
着
想
を
得
て
《
台
所
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図1:アドルフ・ゴットリーブ《律法の箱舟カーテン》
1951年、ベルベット：アップリケと金属糸によ
る刺繍、上部： 286.4x 204.5 cm 下部： 309.2
x 207 cm、ニューヨーク、ユダヤ美術館

ラエル会写＼ミルハー

、ニューヨーク、アド

ゴッ
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図3:アドルフ・ゴットリーブ《不吉な予感》 1946年、油彩、

テンペラ、カンヴァス、 101.9x 91.8 cm、ニューヨーク、

ブルックリン美術館

図4:ミルトン・スタインバーグ・

ハウスのファサード完成時写

真、 1952年、ニューヨーク、

アドルフ＆エスター・ゴット

リーブ財団提供
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図5:再設置されているアドルフ・ゴットリーブによるミルトン・スタインバーグ・ハウスのファサード部分

ステンドグラス、 2024年1月13日筆者撮影、ニューヨーク、パーク・アベニュー・シナゴーグ

図6:アドルフ・ゴットリーブ、ミルトン。スタインバーグ・ハウスの提案デザイン（右）

ベインブリッジボードにグワッシュ、鉛筆、メタリックペイント、76.2X50.5cm（左）

プレゼンテーションボードにインク、鉛筆、グワッシュ、メタリックペイント、

92.7X55.2cm、1953年、ニューヨーク、アドルフ＆エスター・ゴットリーブ財団
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図7:アドルフ・ゴットリーブ《凍えた音色＃ 1》1951年、油彩、カンヴァス、

91.9 x 122.4 cm、ニューヨーク、ホイットニー美術館

図8：アドルフ・ゴットリーブ《歩哨》 1960年、油彩、

カンヴァス、 152.4X129.1cm、ニューヨーク、

アドルフ＆エスター・ゴットリーブ財団
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図g:《ラビリンス ＃ 1》1950年、油彩、砂、
ドルフ＆エスター・ゴットリーブ財団
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